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2015年農林業センサスについて（案）

大臣官房統計部

農林業センサス（以下、センサスという。）は、５年ごとに我が国の農林業

・農山村の基本構造の実態とその動向を全数調査により把握する最も基幹的な

統計調査であり、各種基本計画の策定や「我が国の食と農林漁業の再生のため

の基本方針・行動計画」に基づく農林業施策の推進に必要な統計データを提供

するとともに、各種農林統計調査の母集団情報を整備・提供するという役割を

担っている。

１ 基本方向

2015年センサスにおいては、調査の連続性を確保する観点から、調査の枠

組みについては、2010年世界農林業センサスを踏襲しつつ、統計委員会の答

申や行政事業レビューにおける指摘、さらに、近年の調査環境の変化を踏ま

え、施策ニーズに着実に対応するとともに、東日本大震災被災地においても

的確・効率的に実施できる調査内容とすることが必要である。

２ 2015年センサスの調査項目の設定の考え方

2015年センサスの調査項目の設定に当たっては、センサスの基本的な役割

やデータの連続性にも配慮し、引き続き、農林業の基本構造の把握に必要な

項目を把握するとともに、各種農林業施策の展開方向や2010年センサスの調

査結果の利用状況を踏まえつつ、次のような行政上の利活用並びに全数調査

で把握する必要性を検討の上、調査項目を設定する。

① 各種基本計画の策定に必要な指標

② 法令上での利用が位置付けられている項目及び財政支出に直接利用さ

れている項目

③ 今後、政策等への利用が確実で、利用項目を明示できる項目

④ 各種標本調査の母集団情報として必要な項目

３ 2015年センサスにおける課題

(1) 2010年世界農林業センサス答申時の統計委員会からの指摘

ア 農林業経営体調査におけるインターネット申告の併用の可能性検討

イ 会社等、組織形態の違いを考慮した調査項目の設定

ウ 国勢調査の調査区情報等の活用
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(2) 行政事業レビューにおける指摘

調査項目の見直し、ＯＣＲ調査票の導入、郵送回収等で効率化を図ること

により、不断のコスト削減を継続

(3) 農林業の基本構造の把握・施策ニーズへの対応

農林業の基本構造の把握に必要な項目の設定

６次産業化など施策の推進に必要な項目の設定

(4) 東日本大震災による影響を考慮した対応

被災市町村の現状把握と調査実施方法の検討

不測の事態に備えた情報インフラとしての機能強化

(5) 調査環境の変化への対応

効果的な広報による調査協力意識の醸成

４ 2015年センサスの方向性

2015年センサスにおいては、上記１から３を踏まえ、各調査毎に以下のとお

り対応することとする。

(1) 農林業経営体調査

ア 東日本大震災を踏まえた対応

被災市町村における適切な調査方法の検討を行うため、特に甚大な被

害のあった東北３県（岩手県、宮城県、福島県）の現地実態把握を行う。

また、東日本大震災を踏まえ、不測の事態に備えた情報インフラとし

ての機能強化のため、激甚災害の発動基準となる生産農業所得統計の精

度向上に必要な調査項目を設定。

イ 調査手法の検証

豪雪地帯など調査困難地域における効率的な実施に向け、郵送調査の

導入について、その有効性や可能性等を試行調査により検証する。加え

て、新たに設定した項目や既存項目の記入状況を検証する。

ウ 十分な調査準備期間の確保

2015年センサスに向けた５カ年計画においては、前回と比較し、計画

をおおむね半年ほど前倒しで実施し、調査員への指導など実施系統にお

ける一連の準備に必要な期間を確保し調査の円滑化を図る。

エ 調査票のＯＣＲ化

さらなるコストの削減に向け、調査票のＯＣＲ化を図る。

(2) 農山村地域調査

ア 実査時期の変更

農山村地域調査員については、農林業経営体調査員と候補者が競合し
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ないよう、実査時期を農林業経営体調査終了後である「2015年６月頃」

とすることで、農林業経営体調査員を起用できる体制とする。

なお、調査期日については、統計の連続性を考慮して現行の２月１日

現在を継続する。

イ 農業集落情報の充実化

2010年センサスにおいて、調査項目を大幅に削減したことから、2015

年センサスでは行政資料から把握出来る項目については、活用するとと

もに、過去の農林業センサス結果や行政資料、他統計結果の中から、有

用な情報を農業集落に接続し、農業集落情報の充実化を図る。

ウ 東日本大震災被災地域の対応

被災地域における農業集落調査の適切な調査方法の検討を行うため、

特に甚大な被害のあった東北３県（岩手県、宮城県、福島県）の現地実

態把握を行う。


